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殺菌剤 

ドウグリン水和剤 
有機銅水和剤 

 
令和 6 年 2 月 14 日付けで以下の通り適用拡大されました。 

 
＜変更内容＞ 
 作物名「西洋芝(ベントグラス)」の適用雑草名「藻類」および「コケ類」の、希釈倍数、使用液量の記載を使用量(薬量： 

２.５ｇ/㎡)、使用量(希釈水量：０.２～０.３ℓ/㎡)の記載に改める。 

 作物名「西洋芝(ベントグラス)」の適用雑草名「藻類」および「コケ類」に、「使用量(希釈水量：０.１ℓ/㎡)」を追加する。 

 作物名「日本芝」および｢西洋芝(ベントグラス)｣の本剤の使用回数「３回以内」を「５回以内」に変更する。 

 
下 線 が変更部分、太字が追加部分です。 

 
【変更後】(変更する作物のみ抜粋) 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 

使用回数 

使用 

方法 

有機銅を 

含む農薬の 

総使用回数 

日本芝 
ヘルミントスポリウム葉枯病 

カーブラリア葉枯病 
２５０～５００

倍 １ℓ/㎡ 発病初期 

５回以内 散布 ５回以内 
西洋芝 

(ベントグラス) 

葉腐病(ブラウンパッチ) 

ヘルミントスポリウム葉枯病 

カーブラリア葉枯病 

立枯病(テイクオールパッチ) ２５０倍 

かさ枯病 

褐条病 
２００倍 ０.５ℓ/㎡ 

発病前～ 

発病初期 

紅色雪腐病 

雪腐小粒菌核病 
８０～１００倍 

０.２～０.２５ℓ

/㎡ 根雪前 

雪腐小粒菌核病 ４０倍 ０.１ℓ/㎡ 

 

作物名 適用雑草名 使用時期 
使用量 

本剤の 

使用回数 

使用 

方法 

有機銅を 

含む農薬の 

総使用回数 薬量 希釈水量 

西洋芝 

(ベントグラス) 

藻類 藻類発生前 
２.５ｇ/㎡ ０.１～０.３ℓ/㎡ ５回以内 散布 ５回以内 

コケ類 コケ類発生前～生育期 

 
＜使用上の注意事項の変更＞ 

(３)芝の雪腐病防除に使用する場合、なるべく根雪近くの晴天の日に散布すること。 

(４)芝生育期のコケ類又は藻類防除に使用する場合、コケ類については発生前～発生期に、藻類については発生前に、１０～１４

日間隔で複数回散布すること。 

(５)芝のかさ枯病防除に使用する場合、芝生育期のかさ枯病発病前～発病初期に、７～１０日間隔で複数回散布すること。 

 

【変更後】 

(１)使用量に合わせ薬液を調製し、使いきること。 

(２)石灰硫黄合剤、水和硫黄剤との混用はさけること。 

(３)芝の雪腐病防除に使用する場合、なるべく根雪近くの晴天の日に散布すること。 

(４)芝生育期のコケ類又は藻類防除に使用する場合、コケ類については発生前～発生期に、藻類については発生前に、１０～１

４日間隔で複数回散布すること。 

(５)芝のかさ枯病防除に使用する場合、芝生育期のかさ枯病発病前～発病初期に、７～１０日間隔で複数回散布すること。 

(６)ベントグラスに使用する場合、夏期高温時に連続散布すると、茎葉が黄褐変することがあるので注意すること。また、誤っ

て高濃度で散布すると、薬害を生じるおそれがあるので、所定濃度を厳守すること。 

(７)本剤を芝の生育期に使用する場合、茎葉に薬液の汚れが残ることがあるので注意すること。 

(８)蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉にはかからないようにすること。 

 

 


